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１ 研究の進捗状況等 

福井県池田町での現地調査を実施し，生態系サービス評価に向けた観測デー
タの収集を行った。また，評価に向け収集データ項目を整理し，項目間の関連性
について議論を開始した。収集したデータは GIS を用いた地理空間データベース
として共有し，観測項目の空間分布について検討している。また，評価ツールであ
る InVEST や SWAT といったモデルの活用も視野に入れ，継続的なデータの収集
を行うことについても確認した。 

 

① 水・土壌環境の分析  

池田町内を流下する，水海，魚見，足羽川の水質について，浮遊物質量，
窒素，リン，電気伝導度についてデータ収集を行った。また，流量変動につい
て，国土交通省のデータと比較することで，検討を行い，土地利用からの排出
負荷量についての検討を行った。 

土壌環境については，農地、耕作放棄地、林地を対象とした土壌断面調査
をそれぞれ行い、現地の生産環境特性の評価について、聞き取りも含めて行
った。また、試料を採取し、調整を行い、化学分析を一部開始しするとともに、
次年度調査に必要な現地の土地利用情報についても入手・検討を行った。 

 

② 里地・里山の生態系サービス評価を通じた農業生産の貢献解明 

里地・里山の生態系サービス評価に不可欠な土地被覆データの作成と地
形、土壌、気象等の情報の整備に着手した。このうち土地被覆データは
Google Earth Engine を用い、Landsat5、Landsat8 の衛星画像データ（空間解
像度 30m）を入手し、福井県の範囲で抽出し、雲の除去を行なった。その後、
セグメンテーション処理によるオブジェクトベース分類により土地被覆データ
の作成を試みた。ただし現時点では十分な分類精度を確保できておらず、画
像分類を継続している。 

 

 

 



 
 

③ 農地利用形態の変化が流域の水文環境に与える影響の分析 

池田町域における流出解析モデル作成に向けて、福井県土地改良事業
団体連合会が作成した詳細な水路網データベースを入手した。ただし、排水
路渠底標高に関する情報が不足するため、次年度の測量調査の準備として
データベース上の水路に基づいて現地調査を実施し、モデル化する水路を
選定した。また、モデル構築に必要な GIS データを収集するなど、モデル作
成を進めている。 

 

④ DNA 分析による生物多様性評価の手法検討 

バイオインフォマティクスの工程を最適化し、ハイスループット DNA シーケ
ンサーが出力する膨大な DNA メタバーコーディング情報から、生物多様性に
関する情報を取り出す方法を整備した。これらの手法は、原理的に多様な生
物群に適用できるもので、生態系サービスの定量化に貢献することが期待さ
れる。 

 

⑤ 基盤情報整備、生態系サービスの潜在量推定 

無償で入手できる標高データ、土地被覆データ、小地域ポリゴン、筆ポリ
ゴンそれぞれを解析等がしやすい GIS データとして再整備するとともに、地
価、人口齢構成の統計データを購入の上で、GIS データに紐付けた。さら
に、無償で入手できない高い空間解像度の土地被覆データを整備するため
の航空写真等、詳細地図を作成するベースを整えた。 
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